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＜病棟連絡事項＞
特になし。

＜入院・入室状況＞
【転出】
・上村　由倉様　東Cユニット→南病棟

＜患者様連絡事項＞
・若沢　理子様～本日よりロドピン(25)×3増薬となり12日分処方となる。

・澤口　利香様～レボトミン拒薬有り。深澤Dr報告し、拒否した場合は除剤可の指示有り。

・竹内　恒子様～食事全量摂取出来ている為本日夕より内服薬再開となる。また、点滴と抗生剤は本日分で終了の指示有り。排尿無く腹部膨満あり、Ba挿入の指示有り施行している。

・西野　純子様～血糖測定は3検し、ランタスは朝食前に14Eの指示有り。本日は昨日夕に実施している為ランタスは中止となる。

[bookmark: _GoBack]・三浦　英男様～主治医より4/30から10：00～12：00、14：00～16：00で開放観察の指示有り。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放すると他室侵入・迷惑行為みられ制止介入にもやめられないため、早めに観察を終えている。隔離中は静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～終日隔離中。壁叩きや不穏さ無く経過。大声・壁叩きなく静穏に過ごされている。粗暴性なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・小山　仁様～20時～10時の時間隔離中。食事はホールで摂取し内服の拒否なし。対面時、不穏さなく穏やか。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。食事は全量摂取。服薬拒否無し。ドアの小窓を開けるよう要求し壁蹴りやドア叩きみられている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・松谷　さと子様～臥床傾向。妄想に左右された言動や他者トラブルは無く経過している。

・西野　純子様～不眠時の頓服薬指示が出ている事説明し、了解される。自室にて過ごされている。希死的発言、衝動行為無く過ごす。長女様来院。衣類3着とお風呂道具持参される。自宅にあるインスリンを持参して欲しい事を依頼する。各食全量摂取出来ているが、15：30嘔気訴えメトクロプラミド（5）1T服用する。希死的言動や衝動行為無し。

・澤口　利香様～ホールにてDVDプレーヤーを使用したり他者交流されたりしている。本人希望にて内服薬レボトミン（50）各食除剤。衝動行為や危険行動なく経過。

＜菅野Dr診察＞
・和田　昌様～主治医診察、滅裂言動、まとまりなく話し続けている。臨時薬バルプロ酸Na（100）3T3×5月12日まで処方となる。終日隔離は継続指示あり。

・田村　真紀子様～主治医診察。東病棟から転院するなど話されている。話の内容はまとまりない臨時薬リスパダール1㎎追加となる。

・中居　敬悦様～主治医診察、食事を大盛りにしたいと希望されているが、現在の食事量が適量と思われるため栄養指導指示あり。

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和4年4月29日　12：47
　氏　　名：大村　精一（おおむら　せいいち）様
　生年月日：大正15年4月20日　96歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　元々高血圧、慢性心不全、前立腺肥大症にて三戸中央病院内科へ通院をしていた。R4年1月の同院外来受診時に家族より夜間不穏、易怒性、暴言、興奮、不穏等の症状に対しての相談があり、抑肝散が処方されていた。R4年3月に肺炎、心不全増悪により同院にて入院治療を行っていたが、入院中はADL低下し、不眠、徘徊、衝動行為、粗暴行為が顕著で薬剤調整も効果が乏しく、入院継続が困難となったため4月1日に自宅へ退院している。しかし、自宅での介護に家族が疲弊し、当院入院の依頼あり。精神症状改善目的にて本日東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜入院患者情報②＞
日　　時：令和4年4月29日　12：05
氏　　名：岩沢　静枝（いわさわ　しずえ）様
生年月日：S6.5.25（90）
病　　名：アルツハイマー型認知症
性　　別：女性
主 治 医：馬渡Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット　号室

＜経過＞
　現在本人、次男、次男妻、孫2人の5人暮らし。
　時期不詳だが、元々美保野病院にて通院歴あり。認知症様症状が出現した際、同院の紹介にてむらかみ脳神経クリニックを受診し、アルツハイマー型認知症の診断を受ける。次男様のかかりつけであるはちのへファミリークリニックに相談し、はちのへファミリークリニックがかかりつけとなっている。現在、自宅内での尿失禁・便失禁、弄便行為、失見当識、徘徊行為、自宅内に灯油をまく行為がみられている。令和4年2月に本人の妹様が死去した頃から上記症状が悪化したとご家族は感じている。さらに、本人の認知症症状の悪化に伴い、孫（高校生）の一人が精神不安定になることが多々あったが、その孫様が本人との同居に限界を感じたことを理由に、4月26日に自宅で自殺未遂をしてしまった。入院治療により認知症の鑑別診断と専門治療、症状改善を図り、今後は施設入所に向けて行きたいとのご意向で、当センターへ相談に至る。
　R4.4.29当院受診され、12：05症状の改善・環境調整目的東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

